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寄居町の「自然エネルギー推進の町宣言」を求める要望書

私達のいのちを支える、この寄居町の自然の健全なることを願い、町ぐるみで自然エネルギーの推進に取り組むため、私達は、「自然エネルギー推進の町宣言」を議会に求めます。

エネルギー（電力）生産を目的にしていた、福島第一原子力発電所の今回の事故は、200キロ以上離れた電力消費地である、私達の住む寄居町をも、放射性物質で汚染しました。

私達は、代々受け継がれてきた寄居町の田畑を、今預かって耕し、その恵みにより生かされていますが、今回の放射能汚染を経験して、もう二度と、このような汚染が、寄居の地にあってはならないと、強く思います。

首都圏のエネルギー生産を担い、甚大な放射能汚染を受けた、福島原発の周辺地域の苦難のありさまを見ても、その思いは強くなります。

全国で、ここ埼玉県でも、「自分達のエネルギーを自分達の地元で、自分達の手で」と踏み出した人々の、先進的な試みが芽生えています。（資料参照）

寄居町でも、他の市町村に先がけて、行政と町民が知恵を集め、低予算、町民参加型の、モデルを作ることが可能です。

私達の提案は以下の２点です。

★安全で持続可能な未来を実現する基盤となる自然エネルギーの創出・普及に、行政、町民が一体となって取り組みます。

★「大規模・独占・集中」のエネルギーではなく、「小規模・分散・自立・共同」のエネルギーを目指し、新たな絆を町民の間に作り出します。

この提案に寄居町議会がぜひとも賛同され、議会として「自然エネルギー推進の町宣言」されることを要望いたします。この宣言は、故郷を愛する私達から、寄居町の子どもたちへの、そして未来の町民への、メッセージでもあります。
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· 日高市の例

　「日高市における自然エネルギーの推進を求める請願」が、６月２２日に、日高市議会本会議で採択される。この請願署名運動を担った、「地域循環型の暮らしを進める日高市民の会」（日高くるくるねっと）主催で、日高市民共同発電所設置準備委員会が、市職員も交えて、９月１０日に開催予定。

★　埼玉お日さまクラブ

市民共同発電所を推進することを目的に、平成20年7月にスタートした、県内最初の市民共同発電団体。平成22年2月、さいたま市の与野ひなどり保育園に1号機を、平成23年3月に鴻巣市の寺谷保育園に2号機を設置。活動エリアは埼玉県全域で、県内の他の団体にも発電所を設置する活動を支援し、大きなネットワーク作りを目指す。平成23年1月には、情報交換・交流の場として「埼玉市民共同発電サミット」を開催。

http://www.kannet-sai.org/ohisama/
· 山梨県都留市の例

小水力発電の普及・啓発を図ることを目的に、市役所を供給先とする下掛け水車方式による小水力発電所を、市民参加型で運営。

http://bit.ly/p3BHR7
★　東京都江戸川区　市民立発電所

「ＮＰＯ　足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわ」では、１９９９年に、市民立・江戸川第１発電所（太陽光・5.4kW）を建設。２００７年には、市民立・江戸川第２発電所（太陽光・3.0kW）を建設。

http://bit.ly/qO5BEp
資料②　「寄居町を耕す人の会」　参加者　（9月4日現在）
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